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FIFO(First in First Out)に近いものとし、負荷率が小さい場合には、第1工程か
ら目標工期係数を緩やかに減少させることで、有効な結果を得られることが分か
った。納期係数と負荷率の値によって適切な目標工期係数と変化率を設定するこ
とが、3つの納期基準に関して有効であることが分かった。また、3つの納期基準
を最小にする目標工期係数の値は、納期基準ごとに異なり、どの納期基準を優先
させるかという判断も必要となる。 
